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１

介護職員処遇改善加算・介護職員等特定処遇改善加算・介護職員等ベ．－スアツプ等支援加算

処遇改善計画書（令和

　

５

　

年度）

１

　

基本情報＜共通＞

フリガナ

法人名

イリョウホウジン

　

セイセイカイ

医療法人晴生会

法人所在地
〒３１４一００３１

　　

１

茨城県鹿嶋市宮中１９９５番地の２４

フリガナ ヤナギ

　

ノブオ

書類作成担当者 柳

　

信男

連絡先 電話番号ー

　　　

ｏ２ ８８ ーー２１

　　

１

　

Ｅ‐順ｉ－

　

ｌ

　　　

ｙ

　　　

ｍａｇｉｎｂ鋤ｉｋａｉＪｐ

【本計画書で提出する加算】 ※取得予定の加算について「○」、取得しない加算について「×」を選択すること。

回

　

介護職員処遇改善加算

　

国 介護職員等特定処遇改善加算 回 介護職員等
ベースアップ等支援加算１

　　　　　

（処遇改善加算）

　　　　　　　　　　　

（特定加算）

　　　　　　　　　　

（ベースアップ等加算）

２

　

賃金改善計画について＜共通＞
・ 本計画に記載された金額は見込額であり、提出後の運営状況（利用者数等）、人員配置状況（職員数等〕その他の事由により変動があり得る。
‘

　

本計画書２（２）、２（３）では以下の要件を確認しており、オレンジセルが「０」でない場合、加算取得の要件を満たしていない。
工【処遇改善加算】介護職員の賃金について、処遇改善加算による賃金改善の見込額が、同加算の算定見込額を上回ること
１１【特定加算】介護職員及びその他の職員の賃金について、特定加算による賃金改善の見込額が、同加算の算定見込額を上回ること
ｍ【ベースアップ等加算】介護職員及びその他の職員の賃金について、ベースアップ等加算による賃金改善の見込額が、同加算の算定見込額を上垣

Ｎ【全加算】処遇改善加算等による賃金改善以外の部分で賃金水準を引き下げないことを誓約すること

（１）加算額を上回る賃金改善について（全体）

取得予定の加算の合計

①

　

令和

　　

５

　　

年度の加算の見込額 ２１，１４１，ｏｏｏ
！
円

② 憲の売電算
の
の
見
見
込
込
額
額を上回ろ過

２１，２５０，０００ 円

要件１ 要件Ｄ 要件皿（２）加算額を上回る賃金改善について（内訳）

処遇改善加算 Ｏ 特定加算 Ｏ ベースアップ等加算 Ｏ

①

　

令和

　　

５

　　

年度の加算の見込額 １２，８８２，８４０ 円 ５，６１５，５２０ 円 ２，６４２，６４０ 円

② 憲の
改
各
善
力龍
見
の
込
見
額
込額を上回る‘と）

（ａ）

　　

１２，９００，０００ 円
（ｂ）

　　　

５，６５０，０００ 円
（ｃ）

　　　　

２，７００，０００ 円

【記入上の注意】
・（ａ）には、処遇改善加算の算定により実施される介護職員の賃金改善の見込額を法人で計算し、直接記入すること。
・（ｂ）には、特定加算の算定により実施される介護職員及びその他の職員の賃金改善の見込額を法人で計算し、直接記入すること。
・（ｃ）には、本計画書５（１）に記入した介護職員及びその他の職員の賃金改善の見込額の合計が自動的に転記される。
・（ａ）～（ｃ）には、それぞれの加算による賃金改善を行った場合の法定福利費等の事業主負担の増加分を含めることができる。

（３）加算以外の部分で賃金水準を引き下げないことについて

図 １処遇改善加算等－謁 賃金改善以外の部分で賃金水準を弓１き下げません。

、ことを下欄へのチェック（′）により誓約すること。

－個要件ｗ
※「処遇改善加算等による賃金改善以外の部分で賃金水準を引き下げない」とは、①「加算取得年度の賃金の総額」から「当該年度の各加算による
賃金改善所要額の総額」を除いた額と、②「前年度の賃金の総額」から「前年度の各加算額及び独自の賃金改善額」を除いた額を比較し、①の額が②
の額を下回らない（加算等の影響を除いた賃金額の水準を引き下げない）ことをいう。実績報告書では、これらの賃金額の具体的な記載を求めるた
め、詳細な考え方は、別紙様式３ー１（実績報告書）２（３）を参照すること。
ただし、サービス利用者数の大幅な減少等の影響により、結果として加算以外の部分で賃金が下がった場合には、その事情を別紙様式５「特別な事
情に係る届出書」により届け出ることで算定要件を満たすこととする。



３

　

介護職員処遇改善加算の要件について

（１）賃金改善を行う賃金項目及び方法

②賃金改善実施期間

　　　　

１ 令和

　

５

　

年

　

４

　

月 ～

　

令和

　

６

　

年

　

３

　

月（ １２ か月 ）

賃金改善を行
う給与の種類

□ 基本給

　

□ 手当（新設）

　　

図 手当（既存の増額） □ 賞与

　　

□ その他（

　　　　　　　　

）

貝体的な取組
内容

（当該事業所における賃金改善の内容の根拠となる規則・規程）

□ 就業規則の見直し

　

図 賃金規程の見直し

　

□ その他

　

（

　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

（賃金改善に関する規定内容）※上記の根拠規程のうち、賃金改善に関する部分を抜き出すこと。

Ｄ

　

賃金規定「手当１がα嘱ｒｒ「ｈｎ

　　　　　　

ーー山．’^ ＋●

　

介護職員処遇改善手当を支給する。
介護職員処遇改善手当は、写今日…“ 鴎 『『・ー祁，

　

””

　

－Ｌ禾貝に支給する。
介護職員処遇改善手当の支給月額は、／，

一”ー加ー

　

＝”

　　

“

　

・

　　　

●

　　　　　

‘

　

′

　

”

　　

…”

　　　

●

　

●

　

．の労働時間で按分した金額とする。

　　　

ｖ

　　　　

●

　　　　

′

　　　　

，，‐～－．深夜労働勤務による割増賃金を含めて計算する。
②給与の手当として毎月支給：－人当たりの平均賃金改善月額 約３５０００円

※前年度に提出した計画書から変更がある場合には、変更箇所を玉組とするなど明確にすること。

（上記取組の開始時期 “

　

平成

　

３０

　

年

　

４

　

月 （ 図 実施済

　

□ 予定

　

）

（２）キャリアパス要件
次の要件について該当する場合チ ソク（ゾ）し、必要事項を具体的に記載すること。加算皿の事業所のみの場合もキャリアパス要件１又はロの
いずれかを満たすこと。

キャリアパス要件１ 次のィか かまでのすべての基準を満たす。習い鼻 繋愛重
は必

　

該当」・加 ｍの場合 図 該当

　

ｏ

　

イ
１
介護職員の任用における職位、職責又は職務内容等の要件を定めている。

　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　

　

　　

口，イに掲げる職位、職責又は職務内容等に応じた賃金体系を定めている。

　

ハ イ、口について、就業規則等の明確な根拠規定を書面で整備し、全ての介護職員に周知している。

キャノが ス要件Ｄ 次のィと口両方の基準を満たす。

　　

ｆ著寄れ蔓鞍 酢必
『該当」・加算ｍの場合回該当－ｏ

　

壕 麗 鰯 鞭 鰭 警踏まえ、介護職員と意見交換しながら、資質向上の目標及び①②に関する具体的な計画を策定し、

　　　　　　　　　　　　　　

」．，－，^１，ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

貫員向上のための計画に治ノて、班竺
皿＾‘」提供又息Ｊ 門．。導； 実施づるとともに、

　　

イの実現のための具体的な

　

□ ①
介

　　

昌の能ノ」評価を行う。 ※当該取組の内容について以下に記載すること

　　

取組内容

　　

（該当する項目にチェック（ゾ）

　　

した上で、具体的な内容を記

　　　　　

資格取得のための支援の実施

　

※当該取組の内容について以下に記載すること

　　

載）

　　　　　　　　　

図 ②．施設内での定期，γ小ｗ，二＾乃ぃ」ムムコ実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・部外研修（Ｗｅｂ研修を含む）等への参加

　

ロ イについて、全ての介護職員に周知している。

壕 麗 鰯 鞭 鰭 警踏まえ、介護職員と意見交換しながら、資質向上の目標及びＱ）②に関する具体的な計画を策定し、

　　　　　　　　　　　　　

」．，－，^１，ている。

　

１．一Ｌ

　

．１

イの実現のための具体的な
取組内容
（該当する項目にチェック（ゾ）
した上で、具体的な内容を記
載）

□ ①

貫員向上のための計画に治ノて、班竺
皿＾‘」提供又息Ｊ 門．。導； 実施づるとともに、

介

　　　

昌の能ノ」評価を行う。 ※当該取組の内容について以下に記載すること

図 ②
資格取得のための支援の実施

　

※当該取組の内容について以下に記載すること

・施設内での定期。γ小ｗ，二＾乃い；即ムムコ実施
・部外研修（Ｗｅｂ研修を含む）等への参加

ロ イについて、全ての介護職員に周知している。

キャリアパス要件皿 次のイと口両方の基準を満たす。

　

１加算，の 樹ま必ず「該当一

　　　

図 該当 １０

ィ 樽馨る星
について、経験若しは資格等に応じて昇給する仕組み又は一定の基準に基 た 醐１７；‐山 一 る仕組みを設

　　　　　　　

回１①－醜 澱嚢欝 畠 轍釜ａ‘応ば昇給する仕組みを指す。

　

題賠塵翠電熱器図ｉ②－麗犠繋 欝競闘熟議翻さ葉呈耀襲室塵蟹鍬キだし、介護

　　

ること。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、ノ」ぞＨ」十．」忙９

　

《，，

　　　　　

図１③１轍 鎌 鮪 酔客漣輯 耀き昇給批組み謝 獄だし・客観的な評価基

　

ロ イについて、全ての介護職員に周知している。

イ
介護職員について、経験若し〈ま資格等に応じて昇給する仕組み又は一定の基準に基Ｊビ止期Ｉ

　

７ムーｃｒ」止づる仕組みを設
けている。

　　　　　　

回１①－醜 澱嚢欝 畠 轍釜ａ‘応ば昇給する仕組みを指す。
目休翰かｆ＋細れｍ内容「該当 ［：

　

！資格等に応じて昇給する仕組み六げＺ簿ｏぶ」夢ギニエご冨三≧Ｊ
ー
ナ 凶 ② ※「介護福祉士」や「実務者研修修了者」などの取得に応じて昇給する仕組みを指す。ただし、介護

　

ｂｗ土ｕ、丁上ソソ＼ｙノリ

　

！ｆ福祉士資格を有して就業する者についても昇給が図られる仕組みであることを要する。ること。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、ノ」ぞＨ」十．」忙９

　

《，，

　　　　

図１③１轍 鎌 鮪 酔客漣輯 耀き昇給批組み謝 獄だし・客観的な評価基

回

　　

国

①－髪穐藻類糟畠離 縁に応じて昇給する仕組み離す。

　

，資格等に応じて昇給する仕組み
② ※「介護福祉士」や「実務者研修修了者」などの取得に応じて昇給する仕組みを指す。ただし、介護

　

１福祉士資格を有して就業する者についても昇給が図られる仕組みであることを要する。

　　　　　　　　　　　　　　　　

、ノ」ぞＨ」十．」忙９

　

《，，

図１③１轍 鎌 鮪 酔客漣輯 耀き昇給批組み謝獄だし・客観的な評価基

口 イについて、全ての介護職員に周知している。

※キャリアパス要件皿を満たす（加算１を算定する）場合、昇給する仕組みを具体的に記載している就業規則等について、指定権者からの求めがあっ
た場合には速やかに提出できるよう、適切に保管すること。



４

　

介護職員等特定処遇改善加算の要件について

（１）特定加算のグループごとの配分要件
・

　

４（１）では以下の要件を確認しており、オレンジセルが「ｘ」となる場合、加算取得の要件を満たしていない。
Ｖ

　

経験・技能のある介護職員（Ａ）の特定加算による平均賃金改善額が、他の介護職員（Ｂ）の平均賃金改善額より高いこと（Ａ＞Ｂ）

　　

（ただし、介護職員間で経験・技能に明らかな差がない場合など、（Ａ）を設定できない場合は、この限りではない。 ４（２）に記入）

Ｗ 他の介護職員（Ｂ）の特定加算による平均賃金改善額が、その他の職種（Ｃ）の平均賃金改善額の２倍以上であること（Ｂ≧２Ｃ）

　　

（ただし、（Ｃ）の平均賃金が（Ｂ）の平均賃金を上回らない場合は、この限りではない。コ４（「）②（力）に記入）
孤 特定加算による賃金改善の対象とする（Ｃ）の職員の改善後の賃金が、年額４４０万円を上回らないこと
皿（Ａ）の職員のうち、特定加算を申請する事業所数につき１人以上は、賃金改善額が月額平均８万円以上又は改善後の賃金が年額４４０万円以上で

　

あること

①特定加算による賃金改善の見込額（再掲） ５，６５０，０００

　

円

（ア）特定加算による賃金改善を実施する範囲
※加算の配分対象とするグループに必ずチ ンク（ゾ）すること 図

人

図

人

□ Ｏ

（イ）－月当たりの常勤換算職員数（見込数）

（ウ）特定加算による賃金改善額のグループごとの配分比率
》；≠へＬ為 ｑる、特定加算による平均賃金改善額の比率

（工）要件を満たす特定加算による平均賃金改善額（月額）

１１・０ １４．Ｏ 人

２．Ｏ

　　

・ １・０

　　

・
Ｏ

　　　

２６，１５７円

（

　

３４５２，７７８

　

円

　

）

　　　

１３，０７９円

（

　

２，１９７，２２２

　

円

　

）

　　　　

０円

（

　　　　　

０

　

円

　

）（オ）配分比率の要件を満たす賃金改善額の総額（年額）

（力）ＢとＣの平均賃金の見込額（月額）
※Ｂ≧２Ｃを満たさない場合のみ記入 円 円

（キ）特定加算による賃金改善の対象とするその他の職種（Ｃ）のうち、改善後の賃金
が最も高額となる者の賃金の見込額（年額）

４５０，０００円

；
Ｏ

Ｏ

（ク）経験・技能のある介護職員（Ａ）のうち賃金改善額が月額平均８万円以上又は改
ニｖノ員金が

′
，額ィ嶋万円以上となる者の数

（ケ）本計画書（Ｒ「畔汗÷￥＋っ３）で特定加算の取得を届け出た事業所数（短期入所・予
防・総合事業での重複除く）

Ｉ人

１か所

（コ）「月額平均８万円の処遇改善又は改善後の賃金が年額４４０万円以上となる者」を設定できない場合その理由

　

□ 小規模事業所等で加算額全体が少額であるため。

　

□ 職員全体の賃金水準が低く、直ちに月額平均８万円等まで賃金を引き上げることが困難であるため。

　

□星糟箆力繁鯖群灘誕楓露語錆豊麗畿群糧鰯密暑字葛湯メ
モに求められる能力や処遇を明確化

‐ □ その他（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

要
件
Ｖ
要
件
班

以上）も同”の方法でカウント

　

ること。ただし、（ク）の月形
′部分（月

　

頁８万円以上の

　

。）については、
と。

（２）賃金改善を行う賃金項目及び方法
賃金改善

経験・技能の
ある介護職員
（Ａ）の考え方

介護福祉士であって介護経験１０年以上に該当するかで判断する。
加えて、当施設に入職後３年が経過した時期から付与する。

（４の②で（Ａ）にチェック（ 嚇そなし、場合その理由）１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

賃金改善を行
う給与の種類

□

　

基本給

　

□

　

手当（新設）

　

国

　

手当（既存の増額） □

　

賞与

　　

□ その他 （

　　　　　　　

）

具体的な取組

　

内容

（当該事業所において賃金改善内容の根拠となる規則・規程）

□ 就業規則の見直し

　

図 賃金規程の見直し

　

□ その他

　

（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

（賃金改善に関する規定内容）※上記の根拠規程のうち、賃金改善に関する部分を抜き出すこと。資格・手当等に含めて賃金改
善を行う場合、その旨を記載。

①

　

賃金規定 「手当」の条項に「処遇改善手当」を追記した。（上記と同様）
② 給与手当として毎月支給
・ 「技能・経験のある介護職員」の一人当たりの平均賃金改善月額

　

２５，２３１円
・「他の介護職員」の一人当たりの平均賃金改善月額 １２，６１４円

※前年度に提出１ －＝－；を
、ホ市燕ある１易台には、変更箇所を王墾とするなど明確にすること。

（上記取組の開始時期）－平成

　

元

　

年 １０

　

月 （ 図 実施済

　

□ 予定

　

）



（３）見える化要件について

・繋知謄藁葺喜憂瞥と。１【書誌－響き
繊浦山偏載

　

，

　

１０
１

その他の方法 図 事業所．施設の建物で、外部から見える場所への掲示

５

　

介護職員等ベースアップ等支援加算の要件について

（１）ベースアップ等加算の配分要件
・

　

５（１）では以下の要件を確認しており、オレンジセルが「○」でない場合、加算取得の要件を満たしていない。
区 介護職員とその他の職種のそれぞれについて、賃金改善の見込額の３分の２以上が、ベースアップ等（基本給又は決まって毎月支払われる手当

　

の引上げ）に充てられる計画になっていること

　　　　　　　　　

－

②ベースアップ等加算による賃金改善の見込額（内訳）

介
護
職
員

ｉ）ベースアップ等加算による賃金改善の見込額 ２，７００，０００ 円

（１ 弼７１） ％うち、ベースアップ等（
甘★仏▽せ毎月決まって支≠′、ｈ

れる手当の引上げ）による賃金改善の見込額（年額）
（括弧内は月額）

１，９００，０００ 円

（

　　

１５８，３３３

　

円

　

）

そ
職の
種他
の

ｉｉ）ベースアップ等加算による賃金改善の見込額

　

うち、ベ一スアップ等（宴． ，又‘」毎月かへって｛糾わ

　

れる手当の瑚トー肴による賃金改善の見込額（年額）

　

（括弧内は月額）

円

円 （ｌ

　

ｏ．ｏｏ

　

ｌ） ％

（

　　　　

０

　　　

円

　

）

要
件
医

（２）賃金改善を行う賃金項目及び方法

日スァンプ等！［

　　

宣★於

　

［ 決まって毎月支払われる ｍ 決まって毎月支払わ
（必ず選択）…］

　

交…帽

　　

］

　　　　　　　　　　

巴

　　　　　　　　　　　　　　　

手当（新設）

　　　　　　　

当（既存の増額）
う給与の種類＝ 上記以外 １□ 手当（新調 図

　

手当（既存の増額） □

　

賞与

　

□その他 （

　　　

）

　　　　　　

１

　　

′ス

　

、

（当該事業所における賃金改善の内容の根拠となる規則・規程）

　

就業規則の見直し

　

□ 賃金規程の見直し

　

図 その他

　

（

　　　　

葵会本部からの通知文書

（賃金改善に関する規定内容） ※上記の根拠規程のうち、賃金改善に関する部分を抜き出すこと。

、たします。

※前年度に提出した計画書から変更がある場合には、変更箇所を主題とするなど明確にするこ

（上記取組の開始時期） 厩霜
…；－翠
一冊ー言て同実施罵喜

一
でｉ予定
””
）



６

　

職場環境等要件について＜処遇改善加算・特定加算＞
【処遇改善加算】
・ 届出に係る計画の期間中に実施する事項について、チェック（〆）すること。全体で必ず１つ以上の取組を行うこと。（ただし、取組を選択するに当

　

たっては、本計画書３（２）「キャリアパス要件」で選択した事項と重複する事項を選択しないこと。）

【特定加算】
届出に係る計画の期間中に実施する事項について、チェック（〆）すること。複数の取組を行い、「入職促進に向けた取組」、「資質の向上やキャリ
アアップに向けた支援」、「両立支援・多様な働き方の推進」、「腰痛を含む心身の健康管理」、「生産性向上のための業務改善の取組」、「やりが
い・働きがいの醸成」の６区分について、それぞれ１つ以上の取組を行うこと。※処遇改善加算と特定加算とで、別の取組を行うことは要しない。

７ 要件を満たすことの確認・証明＜共通＞

以下の点を確認し 満たしている項目に全てチェック（ゾ）すること。

図書灘髭審議後芋蔓親爺腐羅麗筆業観察隻慧掻藍定み容
ましたｏ
衛生法、雇用保険法その
てし、 せん

※各証明資料は、指定権者からの求めがあった場合には、速やかに提出すること。
※本表への虚偽記載の他、処遇改善加算、特定加算及びベースアップ等加算の請求に関して不正があった場合は、介護報酬の返還や指定取消とな
る場合がある。

勤務体制表、介護福祉士登録証

　

資質向上のための計画

　

区分 内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　

回 法人や事業所の経営理念やヶァ方針・人材育成方針、その実現のための施策・仕組みなどの明確化

入職促進に向

　

□ 事業者の共同による採用・人事ローテーション研修のための制度構築
けた取組

　　　

□ 他産業からの転職者、主婦層、中高年齢者等、経験者・有資格者等にこだわらない幅広い採用の仕組みの構築

　　　　　　

□ 職業体験の受入れや地域行事への参加や主催等による職業魅力度向上の取組の実施

　　　　　　　　

働きながら介護福祉士取得を目指す者に対する実務者研修受講支援や、より専門性の高い介護技術を取得しようとする者

坤自警喜多隻鴎議誓箇器露呈塑型蓬薬篭勢聯繋孝養暮寄
り哀艶嫌ｉ禽祷養護髭ようとする者

多

　

口上の
の業務改

がい・働き
、の醸成

図
有給休暇が取得しやすい環境の整備

業務や福利厚生制度、メンタルヘルス等の職員相談窓口の設置等相談体制の充実

□ 霧器提供ラ等による役割分担の明確化
ノ

　

５Ｓ活動（業務管理の手法の１つ。整理・整頓・清掃・清潔・蛙の頭文字をとったもの）等の実践による職場環境の整備
□ 業務手順書の作成や、記録・報告様式の工夫等による情報共有や作業負担の軽減

図 ミーティング等による職場内コミュニヶーションの円滑化による個々の介護職員の気づきを踏まぇた勤務環境ゃヶァ

　

地域包括ケアの一員としてのモチベーション向上に資する、地域の児童・生徒や住民との交流の実施

ケアの好事例や、利用者やその家族から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

提供

計画書の記載内容に虚偽がないことを証明するとともに、記載内容を証明する資料を適切に保管してい
ることを誓約します。

令和

　　

５

　

年

　

４

　

月

　

１

　

日 法人名

　

医療法人晴生会
代表者

　

職名

　

理事長



（確認用） 提出前のチェックリスト

． 以下の項目に「ｘ」がないか、提出前に確認すること。「ｘ」がある場合、当該項目の記載を修正すること。
※空欄が表示される項目は、記入が不要であるため対応する必要はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　

２

　

賃金改善計画について＜共通＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　

具体的な仕組みの内容が選択されていること

：Ｂの配分比率が要件（Ａ＞Ｂ）を満たしていること

：Ｃの配分比率が要件（Ｂ≧２Ｃ）を満たしているこ

するグループ」の選択方法が適切であること

ｉ会靴籾為葬璽、塵割と覆諭薪．離縁春艶嚢基錫轟貯
所要額が月額平均８万円以上又は改善後の賃当ｏ

てい

　

こ
、場合に、その理由を記載していること

見える化要件について、実施する周知方法が選択されていること

１欄轡無声饗騨嵩翻畿キキ÷÷詞
ー－ 要 眺献蔀 い ‘と

７ 要件を満たすことの纏 綿正明＜共通＞

　　　　　　

ー。
１


